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鋸山地殻変動観測所におけるサブサイスミック帯域の地動特性

Characteristics of ground motion at the Nokogiriyama observatory
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鋸山地殻変動観測所の石英管伸縮計記録のサブサイスミック帯域にみられる
４つのスペクトルピーク（Ａ 0.07 mHz、Ｂ 0.12 mHz、Ｃ 0.2 mHz、Ｄ 0.5 mHz）
と気圧・潮位記録との比較を行なった。
このうちＡ・Ｂは面積歪に卓越する。
気圧、潮位のスペクトルを比較すると、
気圧変動のスペクトルは
Ｂに最大のピーク、Ｃに弱いピークが見られ、Ｄにピークはみられない。
潮位変動では、
Ｃ・Ｄの位置に非常に大きなピークがみられ、
Ｂには非常に弱いピークのみがみられた。
以上から、
伸縮計記録にあらわれたＣ・Ｄは主に海洋の潮位変動による励起であり、
Ｂに関しては、主に大気の気圧変動による励起である可能性が
高いことが示唆される。

[はじめに]
サブサイスミック帯域の地動は潮汐研究と地震研究との狭間にあって
余り系統だった研究が行なわれていない。この帯域における
未知の現象の探索を目的として
鋸山地殻変動観測所における
各種観測機器（ＳＴＳ１地震計・水管傾斜計・レーザー傾斜計・石英管伸縮計）
の記録解析を開始した。
今回は、特に石英管伸縮計記録のサブサイスミック帯域に認められた
４つのスペクトルピークに注目して、他の観測量（気圧・潮位）との比較を行なった。

[伸縮計記録のスペクトルピーク]
４つのピークのおよその周波数は
Ａ（0.07 mHz）、Ｂ（0.12 mHz）、Ｃ（0.2 mHz）、Ｄ（0.5 mHz）である。
これらのピークは、傾斜計にも観測されることから、石英管伸縮計の自己雑音
ではなく実際の地動であることが示唆される。また坑内の温度変化はわずかで
あるため石英管の熱収縮の影響によるみかけの変動とは考えにくい。
鋸山地殻変動観測所は大変海に近いことから、
励起源としては、海洋の影響がまず考えられる。また、悪天候時に
ピークが目立つことから気圧の影響も考えられる。
さらに、３成分の伸縮計記録から面積歪成分を合成すると、Ｃ・Ｄピークに
くらべＡ・Ｂピークが卓越することがわかった。
逆に、せんだん歪に直すとどの方向でみてもＡ・Ｂピークはほとんど見えない。
従って、地殻の変形の仕方や励起源
などがこの２グループで異なっていることが予想される。

[時間領域での気圧・潮位との比較]
石英管伸縮計記録と同時期の鋸山の
気圧データ、潮位データ（ともに１分サンプリング、データ長３日間）を比較した。
時間領域でみると、伸縮計記録は気圧データよりも潮位データと相関が高い傾向にある。
狭帯域フィルターをかけて各バンドごとに比較すると、



Ａ・ＢピークはＣ・Ｄピークにくらべると相対的には気圧記録と
の相関が高いことがわかった。

[スペクトルピークの比較]
以上の結果から、伸縮計記録にあらわれた４つのスペクトルピークは、

（１）相対的に面積歪に卓越し、気圧記録と相関が高いグループと、
（２）相対的にせんだん歪に卓越し、潮位変動と相関が高いグループ、
にわかれる。
単純には、１は気圧による励起、２は海洋による励起と考えられるが、
このことを調べるために、気圧・潮位記録のパワースペクトルを求め
伸縮計記録と比較した。解析区間が十分長くとれなかった影響で
Ａピークについては気圧・潮汐ともに
はっきりとした対応がつけられないが、Ｂ、Ｃ、Ｄピークについては以下の
ような対応が明瞭にみてとれる。
気圧変動のスペクトルは
Ｂに最大のピーク、Ｃに弱いピークが見られ、Ｄにピークは認められなかった。
また、潮位変動に関しては、
Ｃ・Ｄの位置に非常に大きなピークがみられ、Ｂにもわずかながら
ピークが認められるが、その強度はＣ・Ｄに比べてはるかに低い。

[結論]
以上の比較から、
伸縮計記録にあらわれたＣ・Ｄピークは主に海洋の潮位変動による励起であり、
Ｂピークに関しては、主に大気の気圧変動による励起である可能性が高い。
すなわちサブサイスミック帯域においては、気圧変動
により励起された地動歪は面積歪に卓越し、潮位変動により励起された
地動歪せんだん歪に卓越すると推測される。


